
○ コーナーキャスティング周辺

◎ 扉の周辺

・ コーナーキャスティングの周りで
アリが歩いていないか？
・ フック穴 （矢印部） の内部にアリ
が隠れていないか？

◎ 床板・内壁・天井・通気口 （内）
・ 扉の接合部の隙間からアリが出入
りしていないか （赤線部） ？
・傷んだゴムパッキンの隙間からア
リが出入りしていないか？

・外壁、柱、サイドレール、梁等に沿っ
てアリが歩いていないか？
・フレーム下面やフォークリフトポケッ
トに付着した土砂にアリが混入して
いないか （矢印部） ？

・通気口の穴 （矢印部） からアリ
が出入りしていないか？

・床上にアリがいないか？→特に傷
んだ床板の隙間、 四隅や壁際の
エッジ部分 （矢印部 ・赤線部）
は念入りにチェック。
・ 内壁、 天井にアリがいないか？
・通気口の穴 （矢印部） からアリが
出入りしていないか？

フォークリフトポケット

○ 外壁 ・ フレーム

◎ 積荷周り
・積荷の表面、 積荷同士の隙間
にアリがいないか？
・梱包材 （ダンボール、 木枠等）
にアリが付着していないか？

通気口（内側）

○ 通気口 （外）

コンテナ開封時における
ヒアリの点検方法について

・ 本リーフレットは、 平成 30年１月環境省作成の 「ヒアリの防除に関する基本的考え方」 及び 「ヒアリ同定　
　マニュアル」 をもとに、 港湾、 空港、 物流等における事業者の皆様がヒアリの点検を行う際に参考として　
　いただ 　けるよう、ポイントを整理したものです。なお、今後の研究成果等により、適宜改訂していく予定です。
・ ヒアリの点検は、 コンテナの保管方法に応じて、　安全に留意し、 可能な範囲で実施してください。

【体の色】
・ 全体に赤っぽい
・腹部 （おしり） のみが黒っぽい
・体の表面に光沢がある
・ コブ （腹柄節） が 2 つある
【体の大きさ】
・ 2.5 ～ 6.0mm前後 （参考 ：一円玉
の直径は 20mm）
・ 色々な大きさのアリが混じっている

ヒアリの特徴

顕微鏡でみたヒアリの側面→顕微鏡でみたヒアリの側面→

デバンニング作業時のチェック箇所

兵庫県立人と自然の博物館HP より

腹部は黒っぽい

体は赤く光沢がある

1mm

小型個体

大型個体

20mm

※点検に際しては、 長袖や厚手のゴム手袋を着用するなど、 ヒアリに刺されないように十分注意して下さい。※点検に際しては、 長袖や厚手のゴム手袋を着用するなど、 ヒアリに刺されないように十分注意して下さい。
※土砂やアスファルト片の下をチェックする際には、 スコップ等を使用して下さい。※土砂やアスファルト片の下をチェックする際には、 スコップ等を使用して下さい。

 ◎： 重点的にチェックする箇所　　○： 開封前にチェックすることが望ましい箇所 （コンテナ内でヒアリが発見された場合は確認） ◎： 重点的にチェックする箇所　　○： 開封前にチェックすることが望ましい箇所 （コンテナ内でヒアリが発見された場合は確認）

コブが2つある

ヒアリの実際
のサイズ→
ヒアリの実際
のサイズ→

より詳しいヒアリの見分
け方については、 右の
QRコードより、 環境省
の 「ヒアリ同定マニュア
ル」を参考にして下さい。

より詳しいヒアリの見分
け方については、 右の
QRコードより、 環境省
の 「ヒアリ同定マニュア
ル」を参考にして下さい。



・ 掃き掃除や水洗いの衝撃でヒアリ
が床板の隙間等から出てきていな
いかチェック。
・ 掃き集めたゴミの中にヒアリが混
入していないかチェック （死骸で
も報告する）。

空コンテナメンテナンス時のチェック箇所

・ 柱、 サイドレール、 梁等に沿って
アリが歩いていないか？
・フレーム下面やフォークリフトポケッ
トに付着した土砂にアリが混入して
いないか （矢印部） ？
・外壁・屋根をアリが歩いていないか？

床板 ・内壁 ・天井

コーナーキャスティング周辺

・ コーナーキャスティングの周りで
アリが歩いていないか？
・ フック穴 （矢印部） の内部にア
リが隠れていないか？

フォークリフトポケット

外壁 ・屋根 ・ フレーム

扉の周辺

・扉の接合部の隙間からアリが出
入りしていないか （赤線部） ？
・傷んだゴムパッキンの隙間からア
リが出入りしていないか？

補足 ： コンテナの補修について

・ ヒアリの侵入を防止するため、 パ
ネルの亀裂、 床板の腐食等があ
るコンテナは補修することが望ま
しい。

通気口

・通気口の穴からアリが出入りして
いないか （矢印部） ？内側と外
側の両方をチェック。

内側

・ コンテナの揚げ降ろしで舗装に
発生した亀裂や窪みの中、 アス
ファルト片、 土砂の下は念入り
にチェック。

屋外のコンテナで
ヒアリを発見した場合

参考：コンテナ床上で発見されたヒアリの死骸

※ヒアリは死骸でも毒針が刺さることがあるので、     
　素手で触らないで下さい！
※ヒアリは死骸でも毒針が刺さることがあるので、     
　素手で触らないで下さい！

ヒアリが地面へ
逃げ出していないか？

※手袋を着用し、 スコップ等を使用して下さい！※手袋を着用し、 スコップ等を使用して下さい！
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コンテナ内の点検時に
に注意すること

・ コンテナ内の点検をする時は、 ラ
イト等で照らしながらおこなう。
・ 空コンテナ点検時は、 木槌で床
の四隅をたたく、 床板を踏みなら
す等の振動を与えて、 床板の隙
間に潜むアリが出てこないか
チェック。

※出てきたヒアリには十分注意して下さい！※出てきたヒアリには十分注意して下さい！

デバン後・メンテナンス時に
コンテナ内を清掃する方へ

参考：パネルの亀裂

※ゲートチェックを行う作業員の方も、 作業に差し支えのない範囲で上記箇所の確認をお願いします。※ゲートチェックを行う作業員の方も、 作業に差し支えのない範囲で上記箇所の確認をお願いします。

※点検に際しては、 長袖や厚手のゴム手袋を着用するなど、 ヒアリに刺されないように十分注意して下さい。※点検に際しては、 長袖や厚手のゴム手袋を着用するなど、 ヒアリに刺されないように十分注意して下さい。
※土砂やアスファルト片の下をチェックする際には、 スコップ等を使用して下さい。※土砂やアスファルト片の下をチェックする際には、 スコップ等を使用して下さい。

※ヒアリは腐食した床板の中に潜んでいることがあり
　ます。
※ヒアリは腐食した床板の中に潜んでいることがあり
　ます。

点検作業イメージ

・ 床上にアリがいないか？→特に傷
んだ床板の隙間、 四隅や壁際の
エッジ部分 （矢印部 ・赤線部）
は念入りにチェック。
・ 内壁、 天井にアリがいないか？


